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田渕氏の前任者
名古屋の戦災復興というと必ず田渕寿郎氏

の名が出ます。終戦時の市長だった佐藤正俊
氏は、三重県に疎開していた田渕氏に何度も
手紙を出し、まさに三顧の礼をもって迎えま
した（写真）。田渕氏は、３年程前に内務省の

名古屋土木出張所長、今でいえば国土交通省
の中部地方整備局長の地位にあり、当時、市
の助役だった佐藤市長と面識があったのです。
９月も終わりに近い日、名古屋市役所を訪

れた氏は、市長から戦災復興の全般をみるこ
とを依頼されました。そして１０月１０日、中国
の双十節の日に、特別に新設した助役クラス

の「技監」というポストに就任しました。
ところがこのような進展の裏に、その前任

者ともいえる人がいたことはあまり知られて
いません。その人、花井又太郎氏は、大学が
田渕氏と同じ東大の土木で、２年先輩でした。
昭和６年から土木部長、局長を経て、１７年助
役になりました。まさに戦前の名古屋の街づ
くりを引っ張ってきた人だったのです。
そのような、外から見れば最適任者ともい

えるような人がいる中で、佐藤市長はなぜ外
部から、２年後輩の田渕氏を招致したのでし
ょうか。今回はこんな疑問を持ちながら、名
古屋の戦災復興で田渕氏がどんな役割を果た
したかを考えてみたいと思います。

田渕氏の経歴と仕事

（１）経歴－偶然の名古屋

田渕氏は、明治２３年広島県に生まれました。
１０男で、十郎となるところ寿郎となったそう
です。五高（熊本）から東大の土木に進み、山
形、京都と二つの府県に勤めた後、内務省に
入りました（図１）。その後、秋田、大阪等を
廻ってから中国に派遣されました。そこで南
京、上海等の復興計画等に携わった後、昭和
１４年、後任と交代して名古屋の土木出張所長

歴 史 紀 行

…名古屋の街はこうしてつくられた…

池田 誠一

【５】中心人物・田渕さん…実現を支えたもの

平
和
公
園
の
平
和
堂
内
に
並
べ
ら
れ
た

歴
代
市
長
像
の
中
の
佐
藤
市
長



に就任しました。そして、その偶然ともいえ
る名古屋勤務３年の後、今度は北京に赴任し
たのです。専門は河川工学でしたが、南京、
北京等の都市計画に携わるなど都市計画でも
国際派でした。
２０年５月、留守宅が被災したこともあって
名古屋に戻り、三重県に疎開しているところ
で終戦になりました。そこで佐藤市長から声
がかかり、結局は昭和３３年に退任するまで、
１３年間にわたって名古屋市の戦災復興や街づ
くりの実質的な責任者でした。

（２）仕事―「半自叙伝」から

これまでに紹介した百米道路や墓地移転の
他にも、戦後の名古屋市の事業の中で、田渕
氏ならではと考えられる仕事がいくつもあり
ます。生前に自らの半自叙伝として書かれた
本（文献①）から拾ってみると次のような項が
ありました。

①「倍になった戦災面積」
②「アメリカ村余恵」
③「金山橋を中心に」
④「国体を開く」

⑤「兵舎跡を官庁街」
①は、国が市内の戦災面積を小

さく見積もったのに対して、戦災
後の畑作地は戦災範囲だと主張し
て見直しを迫ったものです。結局、
復興面積は６５０万坪が１３００万坪に
なりました。この主張が通った裏
に、氏と国の復興院総裁や次長と
の旧知の間柄がありました。その
点では④も、国体を所管した日本
体育協会の会長（後に都知事にな
った東氏）との友人関係が決め手
になったといいます。
②は、当時絶対的だった進駐軍

が宿舎用地として本重町（現在の
錦三丁目）を要求してきました。
それに対し、自分の中国駐留経験
から白川公園でも問題ないと判断

し、変更を求めて認められました。もし本重
町にアメリカ村が出来ていたなら、地下鉄計
画が遅れるなど復興に大きな障害になってい
たでしょう。
③は、終戦直後に金山で開催された花火大

会を見に行った帰り、群集の消える早さから
金山の好立地に注目したのです。それから金
山を総合駅にすることを思いついたといいま
す。⑤も、兵舎跡の一部を東京のような官庁
街にするという思い切った発想でした。

（３）田渕氏だったから

以上の例からも判ることは、まず氏が国と
つながっていたことです。復興計画を立てる
にあたって補助金を出す国に何度も通いまし
たが、出身が内務省だったことは大きな意味
があったと考えられます。また全国を廻り、
中国の都市計画にも携わったことは、広い視
野とスケールの大きさになったといえます。
もう一つは、氏が名古屋の過去のしがらみ

を引き継いでいなかったことでしょう。名古
屋を白紙でみる事ができなければ、工場が占
拠していた金山を拠点にしようとか、分散し

図１ 田渕寿郎氏の略歴
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ていた官庁を一つにまとめようなどとは云い
出せなかったのではないでしょうか。
前任だった花井助役は、田渕氏に思い切っ

て仕事をしてもらいたいと、氏の就任の１週
間前に、任期を残して退任されました。
想像に過ぎませんが、焼け野原になった市

街を見渡した佐藤市長の胸に迫ったものは、
白紙で、しかも大胆に、５０年・１００年先の大
名古屋を描くことであり、その人材の獲得だ
ったように思えるのです。

覚王山の「梁山泊」から

… 覚王山と瑞穂グランド …

田渕氏は来名後１年半程、千種区の覚王山
の寮に住んでいました。今回は、復興計画を
考えるベースになったその環境と、自ら誘致
の旗を振った第５回国体の跡を訪ねてみます。
〈覚王山〉
地下鉄東山線の覚王山駅を出ると、少し西

に日泰寺の参道があります。その２本西の細
い東北に向かう道が、笠寺と龍泉寺を結ぶ四
観音道と呼ばれた古い巡礼道になります。そ
の道を北に進むと、右側に日本で唯一釈迦の
真骨を奉る日泰寺が現れます。その先で道が
右にカーブする手前に、左に入る道がありま
す。すぐ西から下っており、新しい道路の工
事が延びてきています。その計画道路の北、
左側の家が、来名直後の田渕氏が住んだ家で

した。隣は鉈薬師の静かな境内になります。
このお宅を借りて復興計画に携わる市の幹

部職員など９人が住みました。そこには連日
新聞記者も集まり、名古屋の復興を議論する、
まるで「梁山泊」のようであったと『新しい
鯱』（文献②）に描写されています。もう無く
なったと思っていたお宅は、そのまま残って
いました。が、大正の建物の維持は難しく、
今存続の危機にあります。名古屋が誇る戦後
都市計画のまさに「生誕の物語」の地を残すこ
とができないのでしょうか。
田渕氏は、ここを起点に毎朝１時間ほどの

散歩をしていました。行く先は、そこから東
の日泰寺の向こうに広がる原野だったといい
ます。その跡を少し辿ってみましょう。
東に戻り、寺の塀に沿って北から東へとカ

ーブします。もちろん今のような立派な道は
なく、当時の地図を見ると、細い道が姫ヶ池
に下っています。姫池通を越えてもまだ日泰

垣根越しにみた覚王山寮の跡

寮の中の一室。ここで名古屋の復興が議論された

覚王山の寮の付近。計画道路がせまっている



寺の区域です。左に釈迦の奉安殿への参道を
見て広い道を進みます。右側は末森城の跡に
明治以降、市街から移転してきた寺がいくつ
か固まっています。今は墓地に囲まれてしま
ったような道を上ると信号で、左からの道が
合流します。ほうろく街道とも呼ばれたこの
道が、当時はこの辺りの主要道路でした。少
し行くと左に寺が現れます。その向こうは墓

地で、明治から戦後まで火葬場があり
ました。
この辺りから東側一帯が、昭和３０年

頃に開発された千種台団地です（図２）。
戦後の住宅不足に対応するために建設
された、全国でも最も早い時期の大規
模団地です。もちろん田渕氏が歩いた
頃は原野でした。少し行くと両側は商
店街になり、信号交差点に出ます。千
種台団地の中心部です。氏は早足だっ
たそうで、１時間ならもっと足を伸ば
せたでしょう。その先は平和公園です。

団地には今では地下鉄が通り、建物も第二世
代に変わっています。交差点を南に下ると地
下鉄の自由ヶ丘駅です。
〈瑞穂グランド〉
名城線の右回りに乗り、瑞穂運動場東駅で

降ります。交差点の南北の道路を北に、２本
目を左に曲がると下り坂になります。万葉集
にある歌の「あゆちの泉」の史跡を通り、坂を
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日泰寺の墓地のむこうに千種台団地の建物が見える
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下って林を抜けると、突き当たるのが瑞穂運
動場の主競技場です。この競技場はこの背後
の緑が印象的です。左に曲がると競技場の南
側に出ます。当初の競技場は８万人入るもの
といい、この角には９階建というマラソン塔
が立って、景観をつくっていました。これも
田渕氏のアイデアでしょうか。
昭和２５年の第５回の国民体育大会は、名古

屋を元気にしようと誘致したものでした。し
かし、競技場がなくては、賛同が得られませ
ん。田渕さんは、大学のボート部仲間の、日
体協、東氏に「どうしても、立派なものをつ
くる」と約束して誘致に成功したのです。
正面を通って北側に廻ると、山崎川の向こ

うに画期的だったという練習場が造られてい
ます。この他に、金山体育館、振補プール等

も、この国体で整備されました。
練習場を北に抜けると旧瑞穂プールです。

その手前の道路を西に、信号を越えて一本目
を北に行くと直ぐ白羽根町になります。ここ
に田渕氏が覚王山を出た後に住んだ公舎があ
りました。半分は畑が欲しいというのが氏の
希望だったといいます。西に下り、左に曲る
と地下鉄の瑞穂運動場西駅です。

実行集団を支えて
書物に出てくる田渕氏の性格面の評には共

通する特徴があります。それは、「清廉さ」と
「頑固さ」です。信心に篤かったことや絶対後
に引かなかったことから、そのような評価に
なるのでしょう。これにもう一つ加えたいの
が、先程書いた「しがらみのなさ」です。
都市計画は、計画よりも実行が難しいとい

います。それは実行段階でほんの少しの妥協
を許せば、全体が崩れかねないからです。こ
のため計画を実現することは、計画すること
の何倍も難しいものになります。
田渕氏は、非常に高い志を計画にしました

が、それを実現するにはきわめて困難な作業
が必要でした。氏の評価はよく構想の大きさ
で語られます。しかしそれ以上に大きな成果
は、その構想を実現させたことでしょう。そ
してそれは、実行集団を引っ張る―というよ
り「支え」ている田渕氏に、先程の、清廉さ・

頑固さ・しがらみのなさ、があれば
こそだったと考えられるのです。
それ故でしょうか。氏は、今でも、

親しみを込めて「タブチさん」と呼ば
れています。
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